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独立行政法人農業環境技術研究所報告投稿要領
20農環研040120号
平成20年４月１日

　（目的）
第１条　この要領は、独立行政法人農業環境技術研究所（以下「研究所」という。）が発行する農業
環境技術研究所報告（以下「報告」という。）に投稿する論文に関し、その取扱いを定める。

　（掲載論文等の定義）
第２条　報告に掲載することができる論文は、別に定める独立行政法人農業環境技術研究所図書・刊
行部会運営要領第４条に定める審査会で掲載が承認された以下のものとする。

　一　原著論文　未発表の原著論文
　二　学位論文　学位論文を主体とした論文。学位論文である旨を付記する。
　三　資料　農業環境に係わる解説・総説、調査、海外の有益情報の翻訳等
　（著者）
第３条　論文の筆頭著者（以下「著者」という。）は、研究所職員（元研究所職員を含む。）に限
る。ただし、共著者は、研究所外の者を含めることができる。

　（言語）  
第４条　論文は、原則として日本語又は英語とする。
　（著作権）
第５条　論文の著作権については、独立行政法人農業環境技術研究所知的財産権基本方針により、研
究所に帰属するものとする。

　（電子化）
第６条　掲載論文は、電子媒体に変換の上、外部に提供を行うものとする。
　（提出）
第７条　論文を提出する場合は、原稿（紙媒体に出力したもの）に表題、著者等名、所属及び柱を記
載した表紙に投稿票(別紙様式)を付し、著者の所属する又は所属した研究領域又はセンターの長等の
校閲を受けたうえ、審査会事務局（以下「事務局」という。）に提出するものとする。

　　なお、提出に当たっての出力は以下に準ずるものとする。
　　和文　25字×22行　又は　25字×44行×2段
　　英文　41行（フォント10p　一段組）
　（論文の執筆）
第８条　論文の執筆に当たっては、原則として一般的に使用されるワードプロセッサを用いることと
し、電子ファイルの事務局への提出は、査読が終了し、審査会において正式受理されてからとす
る。

　　なお、執筆に当たっては別に定める独立行政法人農業環境技術研究所報告執筆要領による。
　（論文の査読）
第９条　事務局は、審査会において選定した査読者に、論文等の査読を依頼する。
２　査読を依頼する場合は、独立行政法人農業環境技術研究所謝金支出基準（13農環研第81号）に基
づき謝金を支払うことができる。

　（論文受理年月日）
第10条　論文の受理年月日は、査読が終了し審査会が掲載を承認した日とする。
　（校正）
第11条　校正は、原則として三校まで行うこととし、著者校正は初校ないし二校までとする。
　（別刷の印刷）
第12条　著者が別刷を希望するときは、あらかじめ事務局に連絡することとする。なお、印刷に必要
な経費は、研究領域等で負担する。　

　附　則
この要領は、平成20年４月１日から施行する。

本誌から転載・複写する場合は、当所の許可を得てください。
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